




世界観光機関 (UNWTO) の ｢ツーリズム： ビジョン 2020｣ では, 中国は世
界における上位観光目的地のナンバーワンになり, マーケット・シェアーの 8.3
％を占める｡ また, アウトバウンド国として第四位になり, マーケット・シェアー
の 6.4％を占めると予測されている1｡ これらのデータから, 近未来では中国は観








中国は 1920 年代に入ってから旅行社という組織が現れ, その経営管理の問題
が旅行社にとって非常に重要な課題であった｡ そのあたりの事情については, 近
代中国旅行社のパイオニアである ｢中国旅行社｣ (以下近代中旅) に見てとるこ
とができる｡ これまでの近代中旅をテーマとした研究では, 概して近代中旅の発




成長期, 終末期の三段階に分け, その経営管理を分析する｡ 本論文では, まず近










は 1900 年の 25,890 トンから 1937 年の 1,515,030 トンまで 58 倍以上増えた｡
1877 年から 1937 年の間に 21,036.14 キロメートルの鉄道を建設した｡ また, 船
の数は 1895 年の 4,965,177 トンから 1911 年の 12,829,688 トンまで 2.5 倍に増え
た5｡ このような工業発展により社会構造が変化し, 中産階層が増えた｡ それゆ
え, 民族資本による工業への投資が年々増え, 1914 年から 1922 年の間に紡績業
界において計 44 軒の新工場が建てられた｡ 紡錘設備も 1914 年の 503,104 枚から





(父母在せば遠游せず)｣ という孔子の思想を乗り越え, ｢走出国門 (国境を出ま
しょう)｣ という外国留学への道を選んだ｡ 彼らは ｢自強 (自分を向上させる)｣,
｢求富 (富を求める)｣ という目標をもって世界各国へ旅立った｡ その後, 留学し
て得た西洋の思想や管理方式を中国に持ち帰り, 中国社会の近代化を加速させた
のである7｡ 陳光甫 (図 1) はその大勢の留学生の中の一人だった8｡ 陳氏は友人
の庄得之9と一緒に 1915 年に上海で民族資本を中心とした金融機関である上海商
業貯蓄銀行 (以下上海銀行) を創立した10｡ 総経理の陳氏は ｢補助工商, 服務社

















上海銀行と比べ業務内容と業務時間が違うため, 1924 年 1 月に旅行部は上海
銀行と離れ別の所で新たな事務所をつくるようになった14｡ そして図 2 のように
職能別に内部組織を新たに設置した｡ それぞれの科は次のような職能を有してい














































出所：中国旅行社総社档案 『本社社史及其有関文件』 巻号 Q368－1－36 上海市档案
館の資料より作成｡












図 3 全国における 11 ヶ所の支部と設立時間
出所：中国旅行社総社档案 『本社社史及其有関文件』 巻号 Q368－1－36 上海市档案館の資料よ
り作成｡ (地図は現代のものを利用)｡
ジメントは監督職能を担うと同時に作業職能もまた担っていた｡ それらによって
創業期における旅行部内部の管理層 (トップ, ミドル, ロアーという 3層) は確




軍閥, 政権, 愛国同士などの力を借りて業務範囲と業務内容を中国の東, 中, 北
及び東北地域の瀋陽まで拡大した｡ そして, 図 3のように全国鉄道分布に応じて










1924 年 5 月に中国初の英語版旅行小切手を発行した際, 宣伝のためにすべての
購入者に皮製の札入れをプレゼントした20｡ また, 当時の中国では大変珍しいこ
ととして, 訓練された接待係が統一した制服を着て駅や港で顧客を送迎するとい
う業務活動を行った｡ 全員赤い星の形に黄色い ｢上海｣ の二文字を加え, 星の周
辺に青い色を付けた旅行部の徽章を付けた｡ (その後旅行社が設立された時, ｢上
海｣ の二文字を ｢旅｣ にした｡) それは星のバッジを付けている人こそが旅人の
利便を与えることができるという意味であり, 旅行部の業種イメージを社会にア
ピールしたことでもある21｡ 更に, 1927 年の春に中国初の旅行雑誌である季刊誌
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理に基づいた組織活動ではなく, 組織活動における ｢非有効的｣ なものとい言わ
ざるを得ない｡ 一方, これらのイメージ宣伝活動を実施することよって新たな市



























とも加え, 旅行部の顧客数が急増し, 1926 年のチケット代買収入は 1924 年より























































出所：中国旅行社総社档案 『本社社史及其有関文件』 巻号Q368－1－37上海市档案館と厳中平 『中国近

















へと続く支線からなる鉄道であった｡ 1897 年に形式上は露清銀行によって ｢東
清鉄道株式会社｣ (大清東省鉄路) が設立された｡ その後日露戦争が勃発し,
1905 年にポーツマス条約により長春から大連の南満州支線は日本に譲渡され南
満州鉄道 (満鉄) になった｡ 1911 年に辛亥革命によって中華人民共和国が成立
すると東清鉄道はその名称を中東鉄道と変えたが, ロシアによる中東鉄道の利権
は継承された｡ そして 1917 年ロシア革命によってソ連が成立した後も中東鉄道
の利権・運営はそのままソ連に継承され続けた｡ ソ連は中東鉄道の経営運営権だ
けではなく, その鉄道の沿線で ｢絶対的かつ排他的な行政権｣ を有していた｡
1924 年に奉直戦争に勝った満州の軍閥・張作霖は, ソ連と奉ソ協定を結んで
中東鉄道を中ソ合弁とした31｡ 実際, 当時張作霖政権とソ連の関係は良好ではな
く, ソ連の鉄道支配人のA・I・イワノフが実権を握っていた32｡ 一方, 日本は日
露講和条約によりロシアから南満州鉄道の施設と経営権を譲り受け, 1906 年に























案内を配り, 留学ビザ申請代行, 外貨の両替, 船チケット予約などの業務を行っ
た｡ 更に, 外国の船会社と契約し, 船が目的地についたら船会社の人に留学生を
迎えてもらい, 入国手続きの手伝い, 汽車までの案内といったサービスを提供し
た｡ そして, 1923 年の春には 『遊美手続輯要』 というアメリカ留学のための説
明書を出版した35｡ 更に, 1924 年 8 月 10 日と 22 日の二回にわたって, アメリカ
留学の中国人留学生計 140 名を中国初の ｢中国学生船｣ という留学生専用船でア
メリカまで送った36｡ この事例から分るように旅行部は自ら打ち出した経営理念


















た38｡ また“恵山遊湖”ツアー (太湖遊覧),“富春攬勝 (富春遊覧)”ツアーなど
の短期ツアーも実施した｡
1924 年 6 月 23 日に莫幹山の避暑地で夏の臨時事務所を開き, 通しの切符の購
入販売代理と観光地案内の業務活動を展開した｡ 顧客の出迎え, 銀行小切手の引
き換えなどのサービスも提供した39｡ その後, 嶺 青島, 北戴河など有名な避
暑地でも臨時事務所を開き, 観光業務活動を拡大した40｡
1926 年の春に旅行部初の外国旅行ツアーとして日本桜観光ツアーを開催した｡
旅行部の担当者許兆豊は計 20 人あまりの観光客を引率し, 二週間にわたって,


































は 9 時の出勤であるが, 8 時 45 分前に到着し出勤簿にサインをしなければなら










ける昇進・昇給制度を実施した｡ 具体的には, 職務を職員, 事務員, 助員, 試用




合, その努力は ｢有効的｣48 である｡ そして旅行部における昇進・昇給活動の
｢有効性｣ は従業員個人の有効的行為の集計である｡ それゆえ, 従業員に個々の
昇進・昇給の目的達成は旅行部が期待していた従業員の業務遂行能力の向上とい
う目標達成に繋がるのである｡ しかし, 従業員の観点からみれば昇進行為の達成









特儲”制度を実行した｡ 毎月給料の 10％を差し引き, 旅行部はその差し引いた
のと同額の金額を加え, ｢行員特儲｣ という個人の貯蓄として上海銀行に預ける｡
入社 5 年以内に退社する人はその貯金金額の 50％しかもらえない｡ 入社 6 年後
に退社する人は貯金の 60％を引き出せる｡ このように入社年数の順次に 10％ず





制度｣ を実施した｡ その方式は, ①株式賞与方式 (share bonus plans) で, 利
益の分配の一形式として, 保有する自社株を無償で高級職員に分配し ｢優待株｣
を持たせた｡ また, 年末の謝礼金として従業員に株を分配した｡ ② 株式買入方
式 (share purchase plans) で, 旅行部が従業員だけではなく雑用係にまで株を
購入させた｡ しかも, 上海銀行による無利息貸付で交付することも可能であっ


















な派閥が現れ, その人材選びの特徴としては, 所謂“任人唯親 (才能のいかんを
問わず親戚・縁故の関係だけによって人を任用する)”が主流であった53, 54｡ しか













も開いた｡ 同時に, 教育訓練以外, 従業員のために一部の資金を出して外国から
本を大量に購入し図書室を設置した57｡ つまり, 旅行部はそれらの教育によって
従業員の組織への貢献度を高めることを期待していたと思われる｡






務調査報告書なども載せた｡ 更に, 従業員同士の結婚, 出産, 引っ越しなどの個
人情報をも掲載した58｡ その他, 度々テーマを出して原稿を募集し, 当選した人
に奨励金を与えた｡ この ｢海光｣ 社内誌は従業員自らの業務能力を高めさせる目























察してきた｡ 近代中旅の経営は ｢旅行に奉仕する｣ に導かれた経営管理方式であっ
た｡ その経営管理方式の内容は業務活動を通じ観光市場に様々なサービスを提供
すること, 内部管理活動を通じて動機付け管理活動を実現することという二つで















したのである｡ ここに ｢順応的｣ な性格を見ることができよう｡ また, 南満
州鉄道における戦略的意思決定の実現, 留学手続きにおける情報提供活動の
成功は旅行部における組織活動の ｢有効性｣ の実現と考えられる｡ そして,
観光ツアーの開発は旅行部が積極的に中国社会に観光への呼び掛け行動であ
り, 旅行部の意思決定における ｢創造的｣ 局面への実現でもある｡ しかし,
情報宣伝のための雑誌の低価格販売は経営原理に基づく組織活動ではなく,
組織活動の ｢非有効的｣ な結果になってしまった｡ それゆえ, 雑誌出版にお
けるコスト削減と販売価格の合理化は旅行部にとって改善すべき課題となっ
たであろう｡
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